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 (10) 正規保育士の 61.5％が 20～30 代                          

 正規保育士の年齢別の配置割合をみると、全体では、「20 代」が39.0％、「30 代」が22.5％、「40

代」が22.0％を占めている。 

 保育のノウハウや専門性、文化の伝承を考えると、「幅広い年齢層の保育士」がいることが望ましい。 

⇒ 保育士の雇用については、給与等も含めた労働条件が大きく影響している。 

⇒ 保育の専門性・実践のノウハウの継承に鑑み、継続雇用ができるよう処遇改善を図っていくことが、

重要な課題である。 

⇒ さらに保育士の再雇用の際に、過去の経験年数加算を十分に配慮できる労働条件をはかるべきであ

る。 

図表11 運営主体別 正規保育士の年齢別の配置状況：単数回答 
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(11) 増える非正規保育士                                   

 全保育士に占める非正規保育士の割合は、全体で「20％以上40％未満」が22.9％、「40％以上60％

未満」が28.8％、「60％以上70％未満」が10.0％となっている。「70％以上」の保育所も4.9％あっ

た。 

 運営主体別の比較では、「公営」に非正規割合が高い傾向にあり、「70％以上」を非正規保育士が占めて

いる保育所が 6.3％、「60％以上 70％未満」の保育所が 13.5％と高い。これは公立保育所運営費の一

般財源化が影響しており、公立保育所の保育士の非正規化が進んでいる状況を見ることができる。 

⇒ 保育の質の維持・向上に鑑み、保育士の非正規化が進む現状への対応が求められる。とくに、公立保

育所において進んでいる非正規職員の急増等の状況を改善する必要がある。 

⇒ 非正規職員において、正規雇用へ雇いあげができる労働条件を整備する必要がある。 

図表12 運営主体別 保育士の非正規割合：数値回答 

4.9%

6.3%

10.0%

13.5%

6.0%

28.8%

35.4%

21.6%

22.9%

21.5%

24.5%

11.1%

5.4%

17.5%

18.8%

13.8%

24.4%

3.5%

4.1%

2.9%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=11587

公営

n=6127

私営

n=5403

70％以上 60％以上70％未満 40％以上60％未満 20％以上40％未満

1％以上20％未満 0％ 無回答・不明

平均：33.7％

（n=11178）

平均：39.7％

（n=5877）

平均：26.9％

（n=5249）

 

 

15


